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日本列島におけるナウマンゾウ化石の年代
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1 • はじめに

ナウマンゾウの化石は北海道から九州にいたる地舗で発見され、 その肢は敵千点に

もおよんでいる. リスーウルム間氷期のものとされているナウマンゾウは. 樹木県葛

生の上部葛生周. 山口県秋吉台の上部伊佐眉などの洞穴緩積物や海成眉の成困層など

から発見されている. また， 長野県の野民湖ではウルム氷期の後半( 4 - 2 万年前}

の地層から大量のナウマンゾウの化石が発見されている. このような事実からナウマ

ンゾウはリス氷期に日本列島に撞来し. リスーウルム間氷期にその分布を広げたのち，

日本酌なゾウとなってウルム氷期に絶滅した. と推定されている.

いっぽう， 海底から漁師の底引き網によってひきあげられたナウマンゾウの化石は.

日本海の山陰沖や掴戸内海の各地から数多〈知られている. とくに， 掴戸内海から産

出した化石の敵は多い. ところが， 海底から引き上げられた榎本の喝合では， 眉序学

的な手法によって年代を決ぬることは不可能で、 14 C 法などの方法にたよらざるをえ

ない.

ところで. 歯牙化石を構成する物質はリン酸カルシウムを主体としているため. 有

孔虫や貝化石のような炭酸カルシウムの般の場合とはちがって I A C 年代制定に炭瞳

イオンの炭素を利用することはできない. ときには， 炭酪イオンが含まれていること

はあっても. その主体は続成作用の過程で交換されたイオンであることがおおく. 化

石の年代決定に不確定な要素が入りこむことになる.

現生ゾウの歯牙の象牙質には 20% 以上もの有檀物が含まれていて. その主体はコ

ラーゲンである. とくに， 海底産の化石では有橿鞠の保存状思はよく、 ウルム氷期の

化石では. 現生の歯の有櫨鞠含有量の 1/5 程度が保存されている.

とはいっても， 通常の 14C 測定法では. 大量の化石試料を必要とするため， 質量な

援本を失うことになってしまう. したがって. 年代測定を行うことができずにいる喝

合が少なくない. 加速器質量分析法は. わずかに敵 1 0 0 m g のリン厳塩化石の年代

潤定を可能にし， その果たす役割はきわめて大きい， といえよう.

今年度は. 日本海山陸沖のナウマンゾウの象牙の年代とともに、 すでに生化学的研

究の成果が出されてきているマンモスゾウ化石の年代測定も行ったので、 それらを合

わせて報告する.

2. 訟料の調製

粉末にした切歯の象牙質を 2 N H C 1 を用い， セルローズチュープ内で 4 .C に温

度を保ちながら脱灰を行った. 脱灰後は燕留水で透析し 5. 0 0 0 r p m 1 0 分間
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遠心分離を行い. 得られた沈裁は濠結乾燥した. このようにして得られた残査の大部

分はコラーゲンである. このコラーゲンは真空にしたパイレックスのガラス管の中で

400 ・C で炭化させた後 1. 2 N 塩酪で処理し. 加速器質量分析用の I試科とした.

3. 分析試料と測定結果

分析eに使用した試料は次の 5 点で， それらのデータを測定値とともに示す.

試料 1 (脱灰残査 5. 2 % 

測定値 3 8 , 5 0 0 土 600y.B.P.

測定番号 N U T A - 4 7 8 

調定試料: ナウマンゾウ左上切歯中の有蝿物(広沢標本)

採取者:広沢栄一

援取年月日 197 3 年 1 0 月 1 8 日

採取地:島棋県日御碕西方 3 1 マイル(北綿 3 5 ・ 3 0 ' 

水深 1 7 6 m. 

試料 1 1 (脱灰残査 3. 4 % ) 

調定値 2 9 , 0 0 0 ~ 3 0 0 y . B . P 

調定番号 N U T A - 4 7 7 

東経 132 0 5' ), 

調定試料: ナウマンゾウ左上切歯中の有観鞠(京大 2 号謀本)

採取者:閲進丸(山口泊雄船長)

採取年月日 1 964 年 1 1 月 2 6 日

採取地:島、担県日御碕沖西北西 4 7 マイル， 島梓漁区(旧) 2 0 7 番. 水漂

2 5 0 m 

試料 1 1 1 (脱灰残査 2. 8 % ) 

調定値 3 4 , 8 0 0 土 800y.B.P

調定番号 N U T A - 5 0 5 

調定試料:ナウマンゾウ右上切歯中の有植物(佐倉種本)

採集者:訟本金次氏

採集年月日 1 973 年 1 0 月

探集地:千葉県佐倉市別所， 成困層下部眉

試料 1 V (脱灰残査 1 2. 8 %. ) 

調定値 2 4 , 260 土 270y.B.P

調定番号 N U T A - 5 0 4 

調定試科:マンモスゾウ切歯中の有植物(レニングラード動物博物館の榎本)

擾供者 H. K. ペレスシャーギン(レニングラード動物得物館)
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試料 v (脱灰残査 22. 5 %) 

測定値{)

測定番号 N U T A - 48  0 

測定試料:輸入象牙

4. 考寮

山陰沖の海底産ナウマンゾウについて

陪破両方から対馬海峡にかげでの日本海南部の海底では， 水深 1 0 0 m から 2 8 0 

rn にわたる地域からナウマンゾウ[ Palaeoloxodon naumanni (Hakiyallla)] の歯牙の化

石が発見されている. 現在では， その地点は 1 4 以上に及んでいるという.

亀井ら (1986) はそれらの化石の産出する水深が 2 0 0 m 前後に集中すること

から， それらの地質年代が更新世中期にあたる可能性を指摘した. ところが. 星見­

~岡 (1987) は鳥取県立博物館所有の左切歯原本のけ C 年代を測定し 3 5. 5 

60 :1: 1.300y.B.P という値を報告している.

筆者の一人は， 日御崎沖から探取され， 鳥取大学に所蔵されている広沢極本からコ

ラーゲンの αh αE 鎖の検出に成功した (落合・秋山 1 9 8 7 ) . また. 佐臨

(1969) は亀井 (1967) の報告した京大 2 号標本から保存のよいコラーゲン

織維を電子顕微鏡下に見出している. このような溺底産の標本は有植物の保存がきわ

めてよく， それらの地質年代を知ることはぜひとも必要であった.

山陰沖の海底から産出しているナウマンゾウの化石は， 水深 1 2 0 ...... 2 7 0 m とい

った深いところから漁師の底引き網によって引き上げられている. 探取された化石は

いずれも舷損が少なく， 海底を大きく移動したとは考えられない. という (星見，

987  水深 1 7 6 m の地点から採取された広沢標本の年代は 3 8. 5 0 0 土

δOOy.B.P であり， この年代値は星見・森岡 (1987) の報告した水深 1 6 6 m 

の根本の 3 5 , 560 土 1.300Y.B.P という値に近い. しかし， 京大 2 号槙本

は 2 5 0 rn と水深が大きいにもかかわらず.その年代は逆に 29. 000 土 3 0 0 y . 

B . P .と若い. したがって， 深度は必ずしも年代と関係をもたないことになる.

このような 3 つの年代値は長野県野民湖のナウマンゾウ化石を産出する湖底堆積物

の示す年代 flfi . 3 7. 2 2 0 1: 1. 2 4 0 y . B . p...... 2 5. 6 0 0 土 1.500y.

B . P (野尻湖発掘調査団 1 9 8 7 )に近い. 現在のところ， 日本海海底のナウマン

ゾウと野尻湖のナウマンゾウとの関係は明かではないが， 両者が同様な年代 f査をもつ

ことは今後のナウマンゾウの研究にとって重要な手がかりを与えることとなる.

日本海の泌底からは， 山陰沖のほか能畳半島北方水域の水探 4 30m の白山瀬から

の報告がある(高橋ほか 1 9 8 2 ) . このような深い水深と今回の年代値との関係

も今後の機討課題であろう. また， 日本海海底のナウマンゾウの化石， とくに切歯(

牙)についてはほぼ完全に近い形態を保持しているものが多く， 海底に沿って速くか

ら運ばれてきたものとは考えれないとされていた.

このようなことから. ここで得られた年代値をもとに. 日本海海底に散在するナウ

マンゾウ化石の保存の問題について今後検討を加える必要がある. この 2 試料の年代

については， すでに学会誌に公表している(秋山ほか 1 9 8 8 ) . 
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2) その他の 3 試料について

試料 111 は成困層下部層から産出したナウマンゾウの化石である (犬思ほか.

1 9 7 5 ) . この化石の産出の報告を読むかぎりでは， 眉序学的な誤りはないと思わ

れることから. リスーウルム間氷期以外の年代を考えることはできないしたがって.

38.400y.B.P という年代値は実敵室での処埋過程での汚染か， それとも地周

中での微生物による汚染である可能性を示している.

試料 1 V はレニングラード動物博物館所蔵のマンモスゾウの牙で. 後期更斯世とあ

るだげで. その正確な年代は分かっていなかった. 寝台・秋山 (1987) はこの怠

牙化石の生化学的検討を行ない. その保存状態についての譜論を行っていることから.

その年代値はきわめて重要な意味をもってくる.

試料 V はシベリアからの輸入象牙としてその生化学的検討を行ったものである. し

かし， この試料は現在のげ C 温度の 1. 4 8 倍の値をしめし 195 0 年以降の原水

悠実験で生成された 14 C の彫嘗を受付ている. と考えられる. このことから， この試

料がマンモスの象牙であることは否定されてしまうことになる. この試料は. 組織学

的な特徴から明らかにマンモスゾウとされたもので， 組織学的研究への疑問を鍵供し

たものと考えられる.

5. おわりに

この測定には名古屋大学アイソトープ総合センターのタンデトロン加速器質量分析

計を使用した. この方法では， わずか 10m g 程度の有機物で高い精度の測定が可能

になる (Nakai et al.. 1984; Nakamura et al.. 1985). 広沢標本で 5. 2 %. 京

大 2 号標本で 3. 4 %の有機物が含まれていることから， この場合には象牙質化石と

して敏 1 0 0 m g あれば・ C 年代が決ぬられることになる. 大型動物化石のように

化石試料が限られている場合には加速器質量分析計による測定はきわぬて有効である.

ただし， 保存状態のわるい化石の場合には有機物含有量が小さく， したがって汚染に

よる年代の若返りという危険性をもっ. 今後、 この点での検討が必要になるものと思

われる.

謝辞 年代測定の便宜を与えて頂いた名古屋大学アイソトープ総合センターおよび直

信測定の労をとって下さった中村俊夫氏に深く感謝の意を表する.
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